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第
十
三
田
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
は
、
十
一
月

十
八
日
午
前
八
時
に
雲
一
つ
無
い

秋
晴
れ
の
白
河
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
を
八
十
五
市
町
村
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
町
村
の
代
表
選
手
が
椙
島
県

庁
前
ま
で
の
十
六
区
間
町
・

4
凶

を
タ
ス
キ
で
繋
い
で
ゴ

i
ル
を
目

指
す
感
動
の
ド
ラ
マ
が
繰
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
当
自
は
、
絶
好
の
マ
ラ
ソ

ン
日
和
と
な
り
、
木
村
の
選
手
も

力
強
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た。総
合
日
位
、
村
の
部
印
位

本
村
チ
l
ム
は
、
白
、
河
市
か
ら

泉
崎
村
を
駆
け
抜
け
、
一
路
福
島

県
庁
の
ゴ
ー
ル
を
自
指
し
て
行
き

ま
し
た
c

本
村
チ
ー
ム
は
前
半
の

健
部
虚
し
く
、
郡
山
市
全
薬
工
業

前
に
て
、
約
.
秒
の
差
で
無
念
の

繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
常

に
冷
静
な
走
り
を
続
け
、
通
算
記

録
五
時
間
四
十
四
分
三
十
三
秒
で

県
庁
前
の
ゴ
i
ル
テ
l
プ
を
切
り

ま
し
た
。

総
合
順
位
は
、
五
十
三
位
(
昨
年

五
十
七
位
)
、
村
の
部
は
十
位
(
昨

年
十
一
位
)
で
、
村
の
部
で
過
去
最

高
の
本
村
が
出
し
た
記
録
に
並
び

ま
し
た
。
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去
年
と
同
じ
コ
i
ス
で
、
前
回
以
上
の

走
り
が
で
き
練
習
の
成
粟
が
出
せ
た
と
患

い
ま
す
。

村
の
部
と
し
て
は
、
過
去
タ
イ
記
録
の

十
位
で
選
手
全
員
が
の
を
一
つ
に
し
て
、

タ
ス
キ
を
つ
な
い
だ
結
果
が
出
せ
た
と
患

い
ま
す
。

舎
日
は
、
体
識
が
完
撃
で
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
全
力
で
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

C

4
7
年
は
定
を
故
障
し
て
し
ま
っ
た
け
れ

ど
、
十
四
区
に
選
ば
れ
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
来
年
も
ま
た
諸
島
駅
伝
に
参
加

し
た
い
で
す
。

初
め
て
の
ふ
く
し
ま
駅
倍
大
会
で
、
最

初
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
最
後
ま
で
〈
ま
刀

で
走
り
き
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

品
フ
回
怯
じ
め
て
玉
川
村
選
手
毘
に
参
加

し
、
選
手
と
し
て
出
さ
せ
て
も
ら
い
、
と

て
も
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
間
り
の
人
た
ち

の
声
揮
を
受
け
燕
事
完
走
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
…
間
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
一
一
一
一
口
「
疲
れ
た
可
抜
か
し
、

抜
か
れ
て
、
土
ゼ
口
。
惜
し
か
っ
た
け

ど
、
申
学
校
一
一
一
年
間
の
中
で
、
一
番
一
満
足

の
い
か
な
い
走
り
で
し
た
。
で
も
、
沿
道

の
人
た
ち
の
応
援
が
あ
り
、
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
じ
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

政
め
の
走
り
が
出
来
な
か
っ
た
が
九
少

し
は
隈
笹
も
上
が
っ
た
の
で
、
役
目
は
果

た
し
た
と
患
い
ま
す
。
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玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
会

員
二
十
六
名
)
で
は
、
十

一
月
十

一
日
(
日
)
午
後
二
時
か
ら
、
マ

ー

ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に
お
い
て
、
結
成

十
周
年
を
記
念
し
た
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
口

式
典
に
は
、
会
員
の
ほ
か
、
車
回

村
長
や
地
区
ガ
パ
ナ
l
熊
坂
英
二

ラ
イ
オ
ン
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
地
区
役

員
、
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
関
係
者
な

ど
が
来
賓
と
し
て
、

二
二

O
名
が

出
席
し
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

主
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
四
年
に
、
郡
山
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り

平成13年12月広報たまかわ

第
十
三
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会

の
本
村
選
手
団
の
解
団
式
は
、
十

一
月
十
八
日
(
日
)
午
後
五
時
三
十

分
か
ら
付
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た。
式
は
、
選
手
、
役
員
、
保
護
者
な

ど
の
関
係
者
が
集
ま
り
行
わ
れ
、

溝
井
賢

一
郎
監
督
か
ら
車
岡
本
部

長
(
村
長
)
に
団
旗
が
返
還
さ
れ
た

あ
と
、
選
手
ひ
と
り

一
人
に
車
田

本
部
長
か
ら
出
場
記
念
メ
ダ
ル
が

首
に
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
車
田
本
部
長
か
ら
「
玉

州
村
の
代
表
と
し
て

一
本
の
タ
ス

キ
を
繋
い
だ
こ
と
。
そ
の
感
動
を

あ
り
が
と
う
。
こ
の
貴
重
な
体
験

結
成
さ
れ
、
平
成
八
年
十
一
月
十

七
日
に
、
結
成
五
周
年
の
式
典
が

行
わ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
泉
郷
駅
な
ど
の
公
共
施
設
の

清
掃
活
動
や
美
化
運
動
、
空
港
周

辺
の
空
き
缶
拾
い
や
清
掃
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
育
成
(
ソ
フ
ト
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
-

剣
道
な
ど
)
や
大
会
の
開
催
な
ど
、

福
祉
で
は
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

機
能
回
復
歩
行
訓
練
器
な
ど
が
贈

ら
れ
、
ま
た
教
育
活
動
な
ど
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ァ
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

開会の宣言をする源田会長

を
今
後
の
人
生
の
中
で
生
か
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
実
行

委
員
会
、
家
族
の
皆
さ
ん
本
当
に

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
選
手
、
サ

ボ
l
タ
1
に
労
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
助
次
郎
実
行
委
員

長
、
西
川
良
英
村
議
会
議
長
、
矢

吹
貞
幸
村
教
育
委
員
長
職
務
代
理

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
c

溝
井
監
督
の
謝
辞
は
、

「目
標
は

村
の
部
入
賞
で
し
た
が
果
た
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
よ
り

順
位
を
上
げ
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
明
日
か
ら
十
四
回
目
の
ふ
く

し
ま
駅
伝
の
は
じ
ま
り
と
な
り
、

選
手
に
声
を
か
け
、
関
係
各
位
の

協
力
を
得
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
皆
様
方
に
は
、
長
い
伺

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の

こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
中
で
五
年
間
連
続
出
場
の

大
竹
邦
光
選
手
に
特
別
表
彰
が
あ

り
、
車
田
村
長
か
ら
賞
状
と
楯
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ン
ズ
ク
一
女
フ

念
事
業

今
回
の
十
周
年
記
念
式
典
の
中

に
お
い
て
、
次
の
記
念
事
業
が
発

表
さ
れ
各
国
体
の
代
表
者
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

軽
自
動
車

一
台
贈
呈

お疲れ様でした

選
手
団
解
団
式
終
了
後
に
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
日
本
間
に
お

い
て
、
選
手
を
囲
ん
で
の
会
食
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
食
の
準
備
は
、
村
食
生
活
改

善
推
進
員
ょ
っ
ば
の
会
(
双
里
不

二
校
会
長
)
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

豚
汁
や
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。

選
手
や
関
係
者
は
、
大
会
を
振

り
返
っ
て
の
懇
談
に
花
を
咲
か
せ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
に
先
立
っ
て
十

一

月
十

一
日
に
泉
・
須
釜
婦
人
会
の

役
員
の
方
々
が
、
激
励
を
兼
ね
村

選
手
団
に
美
味
し
い
ご
馳
走
を
振

舞
い
ま
し
た
。

一
、
玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
へ
助
成
金
贈
呈

一
、
玉
川
村
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス

ポ
l
ツ
少
年
団
へ
助
成
金
贈

呈

一
、
玉
川
村
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
へ
助
成
金
贈
呈

一
、
玉
川
村
剣
道
大
会
へ
助
成
金

贈
呈

一
、
J
R
泉
郷
駅
構
内
の
花
壇
改

修
工
事
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球

根
槌
付

一
、
県
重
要
無
形
文
化

財

南

須

釜
念
仏
踊
り
へ
助
成
金
贈
呈

広，)
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平
成
十
=
一
年
度
福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

題
「
大
家
族
」
で

周
囲
君
が
最
優
秀
賞

平成13年12月

一
年
文

泣
い

広報たまかわ

青
少
年
が
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広
い

視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
非

行
に
陥
る
こ
と
な
く
、
心
身
共
に

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が

一
体
と

な
っ
た
県
民
運
動
を
通
し
て
、
県

民
の
青
少
年
健
全
育
成
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
そ
の
積
極
的
な
参

加
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年

育
成
県
民
運
動
の
一
層
の
充
実
と

定
着
化
を
図
る
こ
と
を
趣
旨
に
平

成
十
三
年
度
県
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
が
十

一
月
二
十

一
日
に

県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
そ

の
大
会
の
中
で
、
各
種
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
「
家
庭
の
日
」
作
文
、
絵

画
、
ポ
ス
タ
ー
作
品
最
優
秀
者
県

知
事
表
彰
の
作
文
作
品
の
部
で
、

月
田
友
哉
君
(
玉
川

一
小
六
年
)
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
の
募
集
は
、
県
内
の
各
小

中
学
校
か
ら
作
文
が

一
五
七

O

点
、
絵
画
が

一
六
九
O
点
、
ポ
ス

タ
ー
が
九
三
点
応
募
さ
れ
審
査
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
村
内
か
ら
月
田
君
の
ほ

か
「
家
庭
の
日
」
作
品
(
作
文
の
部
)

入
賞
者
は
、
優
秀
賞
に
石
森
真
由

さ
ん
(
須
釜
小

一
年
)
、
西
牧
佑
加

さ
ん
(
泉
中
二
年
)
、
優
良
賞
に
江

尻
愛
由
美
さ
ん
(
玉
川

一
小

一

年
)
、
宗
形

美
奈
さ
ん
(
須
釜
小

一
年
)
、
宇
南
山
健
君
(
玉
川
一

小
二
年
)
、
西
島
紗
奈
さ
ん
(
玉

川

一
小
二
年
)
、
酒
井
産
衣
さ
ん

(
川
辺
小
二
年
)
、
矢
吹
裕
菜
さ

ん
(
玉
川

一
小
三
年
)
、
大
木
由
希

子
さ
ん
(
須
釜
小
三
年
)
、
草
野
加

緒
里
さ
ん
(
須
釜
小
六
年
)
、
関
根

幸
さ
ん
(
須
釜
小
六
年
)
、
塩
沢

美
帆
さ
ん
(
須
釜
中
コ
一
年
)
の
十
三

名
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

来
村

婚
し
、
昭
和
五
十
五
年
林
家
三
平

師
匠
の
死
後
弟
子
の
林
家
こ
ん
平

さ
ん
を
は
じ
め
、

三
十
名
の
弟
子

を
支
え
テ
レ
ビ
出
演
や
ヒ

ッ
ト
曲

の
作
詞
な
ど
を
し
、
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
口

そ
の
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
の
講

演
は
、
自
身
の
半
生
を
語
り
、
苦

し
か
っ
た
こ
と
や
三
平
師
匠
と
の

村
や
村
教
育
委
員
会
な
ど
、
王
催

の
文
化
講
演
会
は
、
十
一
月
七
日

(水
)
マ
l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に
て
、

故
林
家
三
平
師
匠
夫
人
の
海
老
名

香
葉
子
さ
ん
を
招
き
行
わ
れ
ま
し

た。
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
は
、
昭
和

八
年
十
月
東
京
に
生
ま
れ
、
昭
和

二
十
七
年
に
林
家
三
平
師
匠
と
結

馴
初
め
な
ど
を
楽
し
く
語
り
ま
し

た
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た
村
民
約

四
O
O名
の
皆
さ
ん
は
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

矢
部
利
子
さ
ん
(
川
辺
)
が

全
民
児
連
会
長
表
彰
及
ぴ

社
会
保
険
事
務
局
長
表
彰

環
と
し
て
、
国
民
年
金
事
業
の
推

進
に
積
極
的
に
協
力
し
、
多
大
な

功
績
の
あ
っ
た
国
民
年
金
事
業
民

間
協
力
者
に
選
ば
れ
、
十

一
月
十

四
日
に
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
、

第
三
十
七
回
福
島
県
社
会

保
険
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

矢
部
和
子
さ
ん
は
、
さ
る
十
月

十
八
日
の
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年

度
全
民
児
連
会
長
表
彰
(
永
年
勤

続
民
生
委
員
児
童
委
員
)
の
伝
達

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
矢
部
さ
ん
は
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
の
事
業
の

一

最優秀葺になった月田茂哉君

沖田奈々香ちゃん(小高)

保護者.i$ 夫

上野哲平くん (竜崎)

保護者・一徳

よい歯の

コンクール表彰

健
康
ふ
く
し
ま
二
十
一
ーを
め
ざ
し
て

、

2

・、ι
F
E
-
，

寸

-

-
ヘ
-
』
・・

-『
i

〆

〆

τ「
he

-
-

ト
-

第3回

十
一
月
十
五
日
(
木
)
に
、
公

衆
衛
生
大
会
は
、
社
会
構
造
の
著

し
い
変
化
に
よ
り
、
総
合
的
な
保

健
対
策
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、

地
域
住
民
の
保
健
確
保
に
最
も
関

係
の
深
い
機
関
及
び
団
体
が
有
機

的
連
携
の
も
と
に
相
互
協
力
し

て
、
住
民
の
健
康
生
活
を
よ
り
高

め
る
た
め
に
、
船
引
町
で
第
五
回

県
中
地
方
公
衆
衛
生
大
会
が
開
か

れ
、
次
の
六
項
目
の
太
会
決
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
心
身
と
も
に
健
康

で
う
る
お
い
の
あ

る
生
活
の
実
現

二
、
生
活
習
慣
病
(
成

人
病
)
、
寝
た
き

り
予
防
の
た
め
の

各
種
保
健
事
業
の

推
進
強
化

一
ニ
、
質
の
高
い
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
整
備
促
進

四
、
健
や
か
に
産
み
育
て
る
た
め

の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
強
化

五
、
献
血
を
ひ
ろ
め
、
健
康
な
血

液
の
確
保

六
、
健
康
と
環
境
に
配
慮
し
た
分

煙
対
策
の
推
進

ま
た
、
大
会
の
中
で
各
種
表
彰

が
あ
り
、
献
血
の
功
労
者
と
し
て

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
感

謝
状
が
小
針
善
栄
さ
ん
(
川
辺
)
に

贈
ら
れ
ま
し
た
c

軍司成永ちゃん(請生)

保護者 ・斑一

篠沢海人くん(竜崎)

保護者・知枝美

平
成
問
年
度
第

3
口
よ
い
閣

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
叩
月
お
日

(
金
)
に
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
渡
辺
実
可
っ
す
ち
ゃ
ん
他

9
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺実司号ちゃん(岩法寺)

保護者・三喜男

佐藤朔悟くん(岩法寺)

保護者 ・義史

小林活也くん(竜崎)

保護者・正一

平成13年 12月

矢部達樹くん(岩法寺)

保護者・宗

大会に参加したみなさん

鈴 木羽蘭ちゃん(吉)

保護者 ・洋 一

広報たまかわ
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広報たまかわ平成13年12月広報たまかわ平成13年12月

十
月
二
十
六
日
の
献
血
者
は
、

次
の
六
十
四
名
で
し
た
。
あ
な
た

の
愛
に
感
謝
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

・
片
山
コ
ム
(
株
)

荒
牧
勇
二
・
大
野
武
彦
・

近
内
源
古
・
塩
沢
普
勝
・

鈴
木
繁
一
・
関
根
幸
一
・

古

橋

順

一

・

吉

村

栄

・

藁

宣

秀

和

-
ユ
キ
ザ
ワ
(
株
)

阿
部
金
四
郎
・
石
森
一
二
男
・

石
森
代
志
子
・
鏡
公
一
・

佐
久
間
昇
・
首
藤
両
輔
・

須
出
正
行
・
宗
形
菊
男
・

本
野
憲
一

-
福
富
空
港
ピ
ル

会
出
光
善
・
浅
井
砂
緒
車
・

飯
島
邦
明
・
太
田
耕
二
・

運動期間

平成13年12月10日(月)-

平成14年1月7日(月)まで

運動の重点

猷酒運転の追放

夜間の交通事故防止

シートべjレトとチャイルドシートの着用徹底

1

2

3

 

年
末
年
始
は
、
交
通
量
が
増
加

す
る
ほ
か
、
忘
・
新
年
会
等
で
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
ひ
と
り
一
人
に
交
通

安
全
知
識
を
普
及
し
、
交
通
マ
ナ

ー
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
妨
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
こ
の
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。角

田
久
美
子
・
小
針
絹
代
・

斉
藤
由
美
子
・
佐
藤
利
加
・

塩

田

晃

・

椙

原

潤

・

鈴
木
紀
子
・
橋
本
久
美
子
・

鈴
木
真
理
子
・
関
根
八
千
代
・

高
木
育
夫
・
西
野
宏
明
・

橋
本
美
幸
・
穂
積
純
子
・

本
田
政
昭
・
室
岡
孝
子
・

箭

内

聡

・

八

幡

文

郎

・

失
部
博
美
・
山
口
哲
也
・

渡
辺
ユ
イ
子

-
玉
川
村
役
場

荒

木

明

・

上

野

竜

弥

・

草
野
正
博
・
小
原
幸
春
・

小
針
武
彦
・
小
針
達
夫
・

郷

彰

二

・

酒

井

理

江

・

塩
津
理
博
・
塩
津
美
代
子
・

鈴
木
輝
美
・
高
林
重
和
・

康
瀬
亜
紀
子
・
曲
山
博
貴
・

増
子
広
行
・
溝
井
康
夫
・

谷
地

十
二
月
二
日
に
お
け
る
玉
川

村
消
防
団
員
の
献
血
協
力
者

村
民
グ
ラ
ン
ド

(
敬
称
略
)

本
団我

妻
徳
雄
・
円
谷

川
辺
分
団

矢
部
一
之
・
大
竹

磯
目
勝
寿
・
岩
谷

ケ¥{憂
規

飲
酒
運
転
四
(
し
)
な
い
運
動

1 

運い飲飲運
転 んん転
す だだす
る }¥...らる
人 に運な
に は車云ら
は 運し飲
勧 転なま
め さ い な
なせい
いな

2 3 4 安
全
運
転
実
践
行
動

「

3

つ
の
叩
」

1 

ω分
早
め
の
出
発

川
パ
ー
セ
ン
ト
減
速

」
J

よ
釘
「
司
リ
日
い
校
比

J
i
/
Y宇
山
口
蒔
寸
狩
H
ド
口
止
満
内

2 3 
塩

田

敬

・

鈴

木

三
瓶
信
之
・
一
一
一
瓶

白
旗
、
功
・
鈴
木

須

藤

竹

利

蒜
生
分
自

由
山
久
之
・
真
弓

佐
藤
正
男
・
佐
藤

小
高
分
団

溝

井

強

・

沖

田

荻

田

宏

・

鈴

木

佐
藤
弘
明
・
矢
吹

中
分
留

鈴
木
正
勅
・
小
針

首
藤
芳
春
・
水
林

鈴

木

正

幸

岩
法
寺
分
団

佐
久
間
豊
・
石
本
林

倉
鎌
秀
志
・
小
林

草

野

浩

志

竜
崎
分
団

小
林
正
喜
・
鈴
木

小
林
久
晃
・
小
林

小

林

等

・

湯

沢

小
林
裕
也
・
佐
藤

南
須
釜
分
団

大
野
政
幸
・
大
野

円
谷
克
也
・
大
越

大
越
健
一
・
吉
村

飯
島
常
日
・
斑
目

大

木

政

明

北
須
釜
分
団

草
野

信利
幸雄

i豆 勝
成昭

申
た
，e
i
ニノ

裕
一

ポ
出
川

rF仁

4
4
4
S
4

・、、，，，‘

二上主
口

紀;専栄
和
良

j正武
明健和司

和子高
宏博彦浩

貞
道

未
来
の
玉
川
村
駅
伝
選
手

平
成
時
年
度
第

2
国
玉
川
一
小
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
二
回
玉
川
一
小
校
内
マ
ラ
ソ
ン
女
フ
プ

大
会
は
、
全
児
童
が
親
し
み
、
マ
ラ
ソ
一
位
吉
田
め
ぐ
み
二
位
小

ン
を
通
し
て
体
力
の
増
進
を
図
る
針
静
一
一
一
位
秋
保
沙
也
佳

た
め
に
秋
晴
れ
の
中
、
役
場
駐
車
・
四
年
生

場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

i
ル
と
し
一
・
男
一
4
4

二
年
生
が

1
畑
、
一
二
・
四
年
生
が
一
位
車
田
圭
爵
二
位
岡
部

日
凶
、
五
・
六
年
生
が
2
切
の
一
一
一
貴
紀
三
位
曲
山
一
也

コ
ー
ス
を
設
定
し
熱
戦
が
繰
り
ひ
女
号

ろ

げ

ら

れ

ま

し

た

。

一

位

三

輪

葉

月

二

位

湯

津

な
お
、
学
年
ご
と
の
上
位
入
賞
者
麻
衣
三
位
江
尻
楓

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
柿
略
)
・
五
年
生

-

一

年

生

男

与

男

喜

一

位

湯

浮

圭

介

二

位

佐

藤

一

位

小

林

英

紀

二

位

小

針

裕

也

三

位

小

針

真

人

駿
弥
一
一
.
位
飯
村
達
哉
女
一
/
寸

女

っ

す

一

位

関

井

裕

樹

ニ

位

車

田

一
位
宗
形
寿
美
鈴
二
位
小
み
ず
ほ
・
一
一
一
位
曽
棋
原
舞

針

葵

三

位

上

野

絵

海

・

六

年

生

-

二

年

生

男

一

/

寸

男

喜

一

位

一

位

車

田

清

喜

二

位

曲

山

将

友

拓

世

一

一

一

位

木

須

洗

志

女

っ

す

女

喜

一

位

一

位

米

原

実

生

二

位

我

妻

綾

香

千
亜
紀
一
二
位
遠
藤
ち
づ
る

-
一
二
年
生

男
ヱ
ウ

小
針
勇
人
二
位

一
一
位
車
田
寿
和

梅
沢

瀬
谷

吉
分
留

佐
藤

須

釜

和

芳

山
小
屡
分
団

矢
吹
義
人
・
石
森

石

森

一

敏

四
辻
分
団

飯
田
正
彦
・
塩
田

関
根
広
道
・
塩
田

須

田

雄

・

渡

辺

康
弘
・
塩
沢

輝
賢
・
塩
沢

貴賢
広

有
賀

篤豊広
志勝美

8 

三伊
{立東

ふ廿

vk-

会
主
ア

力

二

位

曲
山
裕
太

三塩
{立 j宰

千
小 穂
長十
春二
香 位

広
瀬

矢
吹

再
就
職
を
誇
望
す
る
方
ヘ

昇

二
月
見
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た

ら
、
も
う
一
度
働
き
た
い
」

(
財
)
幻
世
紀
職
業
財
団
は
、
そ
ん

な
あ
な
た
の
再
就
職
準
備
を
、
長

期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
c

-
対
象
者

妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は
介

護
を
理
由
と
し
て
退
職
し
、
将
来
、

働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、

再
就
職
を
希
望
す
る
方

-
登
録
の
申
し
込
み

福
島
事
務
所
に
「
再
就
職
希
望

登
録
者
支
援
事
業
登
録
票
」
と
証

明
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

0

・
蛍
録
票
の
請
求
等

登
録
票
は
事
務
所
に
備
え
つ
け

て
あ
り
ま
す
が
、
電
話
で
請
求
し
、

郵
送
に
よ
り
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

-
宵
効
期
間

登
録
の
有
効
期
間
(
円
(
収
録
期
間
)

は
、
四
年
間
で
す
。
引
き
続
き
登

録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
一
回
に

限
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

0

・
間
合
わ
せ
先

(
財
)
幻
世
紀
職
業
財
団
福
島
事
務

所岱

0
2
4
1
5
2
2
1
3
0
3
0
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各小学校で

学習発表会三

学
習
発
表
会
は
、
須
釜
小
学
校

四
辻
分
校
を
皮
切
り
に
、
十
月
十

三
日
に
行
わ
れ
、
須
釜
小
学
校
が

十
月
二
十
三
日
に
、
川
辺
小
学
校

の
「
川
辺
っ
子
祭
り
」
が
十
一
月
十

日
、
玉
川
第

一
小
学
校
の
「
玉
川
フ

エ
ス
テ
バ
ル
」
が
十

一
月
十
八
日
に

聞
か
れ
ま
し
た
。

発
表
は
、
各
学
年
が
テ
l
マ
を
持

ち
、
日
ご
ろ
学
朝
日
で
体
験
し
た
発
表

や
演
技
の
練
習
し
た
成
果
な
ど
を
訪

れ
た
人
達
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
で
は、

午
後
か
ら
川

辺
っ
子
祭
り
の
締
め
く
く
り
と
し
て

体
育
館
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

な
ど
み
ん
な
一
緒
に
、
盆
踊
り
を
行

い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
昔
馴
ら
し
た
太
鼓
や
笛
を
鳴

ら
し
て
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た。

すがま泊稚園で人形劇

[劇団どらJ(代表宮原大乃

夫さん)を主宰し、日本全国で

公演を続けている宮原さんは、

1980年から欠かさず、中国各

地で人形劇の無料公演を続けて

います。わずかな舞台道異と賓

の回りの荷物を携えて、妻の静

枝さんと二人で行っています。

そんな「劇団どらjが今回す

がま幼稚園を訪れ、[はちさん

をおどらせたjと「金のおの銀

のおのjの21宇宙を演じました。

鑑員した須釜小の1年生やす

がま幼稚園・児童館の吾どもた

ちは楽しいひと時を過ごしまし

た。

平成13年12月広報たまかわ

玉川第一小学校の新人関伝コーナーで白米に文守を書く溝井さん

須釜小四辻分校の清流太鼓

は
し
-

1
ν

J司
戸
値
引

ビ
足 リスマス!

11月23巳から、空港のビル前の植え込みに、電球を

飾り、ビル内の2階などにはクリスマスツリーや装飾な

どがなされ搭乗客の自を楽しませています。

また、 12月の日曜日、 3週に渡ってクリスマスコン

サートを開催しています。

須釜小学校の演劇川辺小学校の盆踊り

唄

や

踊

り

で

賑

わ

う

第
三
十
六
回

平
成
十
三
年
度
玉
川
村
文
化
祭
最

後
を
締
め
く
く
る
第
二
十
六
回
玉
川

村
芸
能
発
表
会
が
村
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

発
表
会
は
、
午
前
十
時
に
関
波
と

な
り
、
多
く
の
民
謡
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、

実
行
委
員
長
の
佐
藤
ハ
ル
イ
さ
ん
が

あ
い
さ
っ
し
た
あ
と
、
米
賓
祝
辞
が

あ
り
発
表
に
入
り
ま
し
た
。

村
長
杯
コ
ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
収
益
金

4
u
a

キ
ム

一拘

閥

昌

司

4
U
U
U

4
b
s
品

4
，

一一b
冒
M

国
a
E
h
m
t
バ一一
一

プ
レ

l
終
了
後
マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス

末
広
に
て
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
、

成
績
発
表
や
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
募

金
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
収
益
金
八

一
，
四
二
二
円
は、

実
行
委
員
長
の
小
針
常
美
き
ん
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
と
、
車
田

社
会
福
祉
協
議
会
長
(
村
長
)
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
秋
晴

れ
の
中
、
約

二
ニ

O
名
が
参
加
し
、

福
島
石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
々
は
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
ま
た
今
回
は
、

東
京
玉
川
会
か
ら
二
名
の
方
も
参
加

し
、
参
加
者
は
コ

l
ス
で
好
プ
レ
ー

や
珍
プ
レ
ー
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

t
z
州
島
町

発

表

会

発
表
は
、
玉
川
こ
ぶ
し
会
・
琴
期

会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
大
正
琴
で
、

「
人
生
劇
場
」
の
曲
か
ら
始
ま
り
、

唄
や
踊
り
、
詩
吟
、
大
正
琴
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
は
、
村
内
外
の
団
体
が
参

加
し
て
、
五
十
七
の
唄
や
踊
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第4回 JAあぶくtま石川カップ
ミニバスケットボール大会

玉川ミニパス3位
JAあぶくま石川主催の大会は、石川管内のミニパス

ケットボールスポーツ少年団など13チームが参加し、

クリスタル石川総合体育館で、 2日間にわたり熱戦が繰

りひろげられ、玉川ミ二バスケットポールチームが31立

に入費いたしました。

10 

両
申
学
校
に

下
敷
を
配
布

(
社
)
須
賀
川
法
人
会
(
安
田
好

一
会
長
)
で
は
、
「
税
を
知
る
週
間
」

の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
須
賀
川

税
務
署
管
内
の
公
立
中
学
校
全
生

徒
に
対
し
、
租
税
教
育
用
下
敷
を

制
作
し
無
償
配
布
を
す
る
た
め
、

村
教
育
委
員
会
を
訪
れ
雨
中
学
校

生
徒
全
員
の
二
九
九
名
分
が
車
田

教
育
長
に
手
渡
き
れ
ま
し
た
。

A
E
E
E

・

4

・aaa



~ふくしま駅伝大会にて~

新年のごあいさつ新春夏礼会の
ご案内

玉川村の平成14年新香豆礼会は、次の日程仁より開

催します。

参加を需望される万は、事前に参加申し込みをお願

すくすくクラブ・..........・・・・・・・・・・保

午前10時00分~

たま力、わ健康クラブ・

午前9時30分~

3......4力問児健診

午笹川寺30分~

山鳩会・..• 

午前10時00分~

保

-・公

保

四国司圃の健康とよみ

19日(水)

21日(笠)

預金の保護の範囲が変わります
万一室翻機関が破たんした場合でも、預金者 1人当た

り、定期預室等の元本1，000万円までとその利患は、来

年4月以降も保護されます。

合算して元本1，000万円までとその利息は、あくまで

最低保障ですので、受け取るのは1， 000万円だけでは

ありません。

また、当底預金・普通預金等は、平成1543月まで

全額保護されています。

詳細は、主融機関の窓口等にお間合わせくださいc

第15自全国健康福祉祭ふくしま大会

うつくしまねんりんピック2002

メダルデザイン募集
-募集内容 大会に参加する選手等に授与するメ夕、ル

(表面)のデザインを募集します。

・応募方法 どなたでも応募できます。

募集要I真に塞づき、応募はがき又は宮製はがきにより

応募してください。(詳しくは、下記にお間合わせくだ

さい)

・応募締切り 12月288(金) 当日消印南効

・応募先・お間合わせ先 大会実行委員会事務毘(県庁

ねんりんピック推進室内)n024-521-7304 
・募集要演(市議はがき) 村役場鑓康福祉課窓口にて配

布しています。

平成14年 1月(平成13年分の確定申告)から使用する、所得

税の確定申告書が改定されました。

新しい申告書は、 A4版2枚で[申告書AJと f申告書BJの

2謹類に統合され、文宰も大きく見やすいものとなりました。

それに伴い税務署では、業種ごと、市軒村ごとなどの各種説明

会な12月から 1月末にかけて計画しますので該当する方はご利

用ください。

なお、詳しい開催日時等については、はがき

等でお知らせします。

画策費)11税務署の申告会場

須翼川|税務署の平成13年分の確定申告会場は、平成14年1月
28日(月)から3月15日(金)までは、昨年時様須詣川産業会館に

なります。

舎から準偏在されて、広い会場で早めに申告するようお願いし

ます。

税務

所得税の

平成14年 1月4臼(金)

午後28寺~

マーヴ工ラス末広

2，000円(当日徴収)

村総務課Cn57-4621)まで申し込みく

ださい。

平成13年12月25日(火)まで

いします。

時

-場所

・会費

・申込方法

-申込顛臼

-臼一須

公.公立岩瀬病続

※菩留がん施設検診(1/11~1/3 1)

※ 12月から、保健センタ での集団予結接撞の担当
医が、厚海 徹先主主に変ります。よろしくお願いし
ます。

-・f*

三種混合予間接種-

午後12持45分~

1才児お誕生相談会

午後 18寺30分~

須:第三宮公民館

1月

98C水)

11日(金)

{采:保健センター

広報誌子ラシ

-竜 i崎の上野寛ーさんから・古の有賀貞亥さんから
・第151り'1玉川村長十字ゴソレフコンペ
実行委員会から 81.422円

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)
一三一一，

iiC 

.J!I 辺の諮問富ーさんから

. タ の矢部常ーさんから

・小 高のi茸井正一郎さんから
. ク の溝井貞光さんから・CI" の鈴木孝ーさんから

特別永住者として永住している方など

で元軍人軍属等の皆さまへ

|お誕生おめでとうございます勺
(11向届出分)

生
口

、γ
1

保護者名

誠

良

年末年始の

ゴミ等の収集日のお知らせ

名
く
空

氏自
ん笠出

土町i
 

小針

弔慰金圃見舞金が支給されます
誠田犬山、、d

B
'l 

7，642人(-16) 

3，780人(-8) 

ILI 辺

111奇

-
回

uu'a

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i

i

i
村
公
民
舘

地区名

i
 

l
 

ese'A，
 

村のようす
(13年12尽1日現在)

1，816戸(土0)

通
勤
の
朝
の
わ
山
を
和
ま
ぜ
て
色
冴
え
て
お
リ
花
壇
の
花
は
吉
田
ハ
ツ
子

み
仏
の
こ
こ
ろ
を
林
す
う
ら
金
の
タ
ベ
鳴
リ
来
る
党
鐘
の
音
吉
田
直
子

月
に
一
度
の
歌
会
な
れ
ピ
難
聴
の
た
め
虫
席
は
遣
わ
ぬ
も
の
に
小
針
キ
次

よ
り
学
び
よ
り
動
き
つ
つ
熟
年
の
今
日
を
峰
い
な
く
生
き
よ
ど
思
う

小
針
み
ね
子

首
筋
に
滴
り
落
ち
る
木
々
の
露
す
が
L
み
な
が
ら
占
道
去
る
小
針
愛
子

祈
祷
師
が
「
あ
な
た
の
後
に
守
護
霊
が
」
振
リ
向
け
ば
鏡
わ
が
頻
の
あ
リ

吉
田
英
祐

朝
起
き
に
祈
る
紳
棚
家
族
ら
の
無
事
を
祈
る
が
わ
が
日
課
な
り

永
住
那
木
さ
み

腕
を
振
り
背
を
伸
ば
し
つ
つ
匂
に
も
脱
F
拾
マ
ん
ど
す
過
去
の
鎧
は

川
崎

主主
子

3，862人(-8)

-燃えるゴミ 収集並びに一般搬送

年末は12月28日(盆)まで(一般瓶入は、 12月28日ま

で平常とおり受付)。年始は 1月48C笠)から収集及び

一般搬入の受付をいたします。

※12月29日から 1月3日までは、ゴミの収集は任いま

せんので、ゴミステーションに出さずに家庭で保雷し

てください。

・危険物収集日

12月248(月) Jj¥高・中・岩西部地区()11辺・誌生

法寺・竜崎)

東部地区(南須釜

屋・四辻新田)

昭和12年7月78以後の公務傷病により

①昭和16年12月8日以降死亡された方の遺族

②霊度の障害の状態にある方

③重度の障害の状態にあった方の遺族

上記の①又は③に該当する万は弔慰重260万円

上記の②に該当する方は見舞金等400万円

講求期間平成13年4月 1臼~平成1643月31日

請求窓口 村役場の援護担当課

お間合せ先 講求窓口又は都道府県の援護担当課

総務省大臣官爵管理室弔慰金等受給業務室

守105-0005 東京都港藍虎ノ門 1-18-1 
虎ノ門第10森ビル n03-3539-7830・7831

対 象 者

支給内容

(11月届出分)

世害主名

Z
H
光

常

正

貞

孝

死亡者氏名

熊田富雄

矢部キクノ

溝井正九郎

溝井ハツヱ

鈴木孝

上野リ

有賀藤

ユニ‘

地区名

J 11 辺

B二2

1正当3

仁iヨ

竜 111奇

'l 

づ'

今
月
の
納
税

国

定

資

産

税

由
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
験
料

第

3
期

第

6
期

刊
は
月
保
険
料

{
縮
期
限
は
刊
は
用
お
日
(
火
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

さ
る
な
し
俳
句
会
十
一
月
句
会
詠
草

L
た
、
か
に
釘
打
ち
損
ね
冬
に
入
る

冬
早
い
つ
し
か
恋
け
し
咲
の
鉛

木
の
葉
降
る
天
に
木
立
の
あ
る
ら
し
く

虫
も
描
も
浮
か
れ
虫
で
た
る
ふ
春
か
な

綿
入
れ
や
背
負
-
フ
稚
児
の
抜
ピ
な
し

物
売
リ
の
声
高
ら
か
に
冬
立
て
つ

積
雪
の
は
な
し
土
産
に
婦
国
す
る

亥貞

12 

山小コEご
Cコ北須釜12月25日(火)広報への掲載を希妥されない場合は、窓口への届け

出の擦にお申し出くださいc

空き缶やゴミの投げ撞てはやめましょう

イニ
由
吉己

真
主ロ華

仁
美

美
枝

春
ぉ

13 
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卓食
ズ
の

)

同

回

以

ゐ
学

「かぜをひきそうかな?
と感じたらj

!
神
奈
川
県
大
和
市

l

安
田
孝
之
さ
ん
(
岩
法
寺
)

私
の
ふ
る
さ
と
大
和
市

'
は
神
奈
川
県
の
県
央
に
位

司
置
し
首
都
圏
近
郊
と
い
う

立
地
か
ら
人
口
二
十
一
万

人
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
的
都
市
で
す
。
ま
た

在
日
米
軍
基
地
厚
木
飛
行
場
が
あ
る

こ
と
で
も
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
勺

私
の
育
っ
た
地
区
は
江
戸
時
代、

江
戸
を
起
点
に
、
南
足
柄
の
矢
倉
沢
、

静
岡
県
の
三
島
に
至
る
脇
往
還
と
し

て
栄
え
た
街
道
(
矢
倉
沢
往
還
)
の
宿

場
、
鶴
間
宿
と
し
て
栄
え
た
歴
史
が

あ
り
、
趣
の
あ
る
家
々
が
並
び
畑
も

比
較
的
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て
古
い

街
並
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『冬野菜のミルクポトフJ

-塩・こしょう 適量

「・コンソメ 小さじ1
A・牛乳 2力ツブ

L・ 水 2力ツブ

一材料(4人分)ー

・ウィンナ 4本
・玉ねぎ 1個

・人参 2/3本
・キャベツ 200g 
・フ、口ッコリ- 200g 

・かぼちゃ 200g 

ま
た
、
大
和
市
に
は
引
地
川
の

水
源
地
が
あ
り
大
和
よ
り
藤
沢
市

海
岸
の
鵠
沼
に
流
れ
て
い
ま
す
。

河
口
は
絶
好
の
サ
1
フ
ス
ポ
ッ
ト

で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

水
源
地
は
自
然
公
園
「
泉
の
森
」

と
し
て
整
備
さ
れ
、
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ

り
、
四
月
に
は
シ
パ
ザ
ク
ラ
、

六

月
に
は
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
見
ご
ろ

と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
鳥
と
と

も
に
自
然
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
信
知
の
方
が
信
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

1
4
6
2
1
)

一作り方ー

(1)ウィンナーは縦半分にし切れ目を入れる。

玉ねぎは大きく くし切り。人参は大きく角切り。キャベツ

は、大きく角切り。かぼちゃは、1口大に切る。ブ口ッコリ

ーは小房に分けゆでる。

(2)ブ口ッコリー以外の材料とAを鍋に入れことこと煮る。

塩-コショウで昧をととのえ、プ口ッコーを入れて火を止

める。

※家にある野菜伺を入れてもおいしいです。

コレステ口-)しや体重の気になる元は、牛乳を水に変え、

スキムミルクを加えるとより低力口リーになります。

:組
心に残る我がふるさと

『阿武隈川に想いをよせて』

埠玉県川口市

伏田

(竜崎出身・伏田

ひき始めのかぜには、充分な栄養と睡眠が一番の薬です。

抵抗力や免疫力を高めるたんぱく質、ビタミンC、ビタミン

B。かぜのウィルスの侵入口となる量腔や気道の粘膜を強く

するビタミンAをしっ力、りとりましょう。

温かく汁気の多いものは、体を温め免疫力をアップさせ、の

どの粘膜を;習わせる効果もあります。ぞくっときたら今月の

メニュー「冬野菜のミルクポトフjをお訊し下さい。

茂さん

章さんの弟)

年
の
瀬
も
迫
り
皆
様
も
正
月
の

準
備
、
帰
郷
の
用
意
等
で
忙
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

故
郷
で
過
ご
し
た
の
は
、
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
で
、
思
い
出
さ
れ

る
の
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
玉
川

村
の
山
河
で
す
。
特
に
阿
武
隈
川

は
、
私
の
父
、
四
人
兄
弟
に
と
っ

て
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
親
子
揃
っ
て
釣
り
き
ち

で
し
た
。

玉
城
橋
周
辺
で
は
、
山
女
、
ハ

ヤ
、
か
じ
か
な
ど
の
川
魚
は
な
ん

で
も
釣
れ
ま
し
た
。

釣
っ
た
魚
は
夕
食
の
食
卓
に
弁

当
の
お
か
ず
に
と
母
に
は
喜
ば
れ

た
も
の
で
す
。
ほ
か
に
友
達
と
は
、

川
で
泳
い
だ
り
、

橋
か
ら
飛
び
込

ん
だ
り
度
胸
試
し
を
し
た
も
の
で

す
。
腹
が
へ
る
と
桑
の
実
や
き
ゅ

う
り
を
失
敬
し
て
お
い
し
か

っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

物
こ
そ
な
か

っ
た
け
れ
ど
自
然

か
ら
の
恵
み
や
遊
び
、

愁貝
沢
な
暮

ら
し
に
な
っ
た
と
も
思
え
る
。
今

は
、
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
に
憧
れ

ま
す
。

さ
て
、
米
国
同
時
テ
口
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
空
爆
等
世
界
の
関

心
が
注
が
れ
い
る
中
暮
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
健
康
を
祈
願
し
、
来
年

の
再
会
と
ふ
る
さ
と
の
便
り
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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